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研究成果の概要（和文）：これまで，学習者が教科書をどのように見ているかは十分に検討されていなかった。
本研究では，中学校社会科，理科の教科書刺激を，教科の専門家・非専門家である大学生に読解してもらい，眼
球運動を測定する実験を行った。本研究の第1の目的である，学習者と専門家の教科書の見方のギャップについ
ては，特に社会科教科書で生じていた。専門性の高い者は，自身の既有知識を活かして読む。しかし，先行研究
と併せて考えると，専門性の低い者 (学習者) は，文章主体で読み，適切な見比べをしていない可能性が高い。
本研究の第2の目的である，教科間比較については，社会科と理科の間でもギャップの表れ方が異なる可能性が
示唆された。

研究成果の概要（英文）：How learners view textbooks has not been sufficiently examined. In this 
study, we conducted an experiment to measure eye movements by having university students, both 
subject matter experts and non-specialists, read and comprehend textbook stimuli for junior high 
school social studies and science. The first objective of this study, the gap between the learners' 
and experts' views of the textbooks, was found especially in the social studies textbooks. Expert 
readers read using their own pre-existing knowledge. Considering previous studies, however, it is 
likely that learners with low expertise read mainly from the text and do not compare and contrast 
appropriately. As for the second objective of this study, the comparison between subjects, it was 
suggested that the gap may be expressed differently between social studies and science.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 教科書　視線計測　学習者　教師

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，教科書を対象としているが，心理学の測定メソッドを導入しており，学習者の認知や理解のメカニズ
ムを検討する実証的研究である。また，教科書の研究において，教科の特色，共通点や相違点を比較検討する研
究は少ない。これらの点で，本研究のデータには学術的意義がある。また，本研究の知見を発展させ，学習者視
点で科学的に「教えるべきことが伝わりやすい教科書」のポイントを明らかにすることができるという点に，社
会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究は，教科教育学と心理学の 2つの学術的背景に基づいていた。 
(1) 第 1 の背景である教科教育の観点からの教科書研究では，学習者の視点での実証データが
不足しているという現状があった。教科書は，教科の主たる教材として使用され (山路他, 1990)，
たとえば内容の描かれ方の比較など，指導者の視点からの研究が多くなされてきた。「専門家の
ような読み方が専門家のような思考につながる」という立場 (e.g., Wineburg, et al., 2012) 
から研究が行われるなど，学習者の読み方にも注目が集まっていたものの，学習者の視点からの
実証的な教科書研究は国内ではほぼ行われておらず，学習者が実際に教科書をどのように読ん
でいるかはほとんどわかっていなかった。 
(2) 第 2 の背景である心理学の観点からの読解研究では，教科で育成する資質・能力を重視すべ
きであるという課題があった。心理学研究としては，眼球運動を指標とした読解中の情報処理研
究が多く行われてきたが (see Rayner et al., 1998)，教科書のような実際の教材を用いて眼
球運動を測定した研究は意外にも少なかった。しかも通常，それらの研究では，教科に特化しな
い一般的な理解度を測定する。教科書の読み方を検討するためには，各教科の特徴を反映させた
題材を用い，教科に特化した理解を測定する必要もあった。 
 
これらの課題を踏まえ，本研究開始前に申請者が行った研究では (基盤研究(C), 2015-2018)，
地理の教科書の特徴を反映させた題材を用い，学習者がどこにどのような順で注意を向けてい
るかを測定した。地理の場合は，当然，地図を見比べるという見方が重要であるが，実験の結果，
学習者は文章に注目しがちであること，専門家が「ここに注目するだろう」と想定しているとこ
ろには必ずしも注意を向けていないことが明らかになっていた。 
このようなギャップは，他の教科でも生じている可能性が高いと考えられた。したがって，各教
科において，学習者の教科書の注意の向け方の特徴，特に教師とのギャップを明らかにする必要
があった。それにより，情報伝達がよりスムーズになるような教材の開発，教科書のどこに注意
を強く誘導するのが良いかといった指導法の提言につながる。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，下の 2つを明らかにすることであった。 
(1) 学習者の教科書の見方は，専門家とどこが合致し，どこが合致しないのか。 
(2) その見方やギャップについて，教科によってどのような特徴や共通点・相違点があるか。 
 
教科書として，本研究では，中学校の異なる教科の教科書，あるいはそれに類似した教材を用い
た。見方の指標としては，眼球運動測定を主な指標とした。視線の停留する位置，回数や長さ，
停留する順序を算出している。視線の停留が生じることは，その場所に注意を向けていることを
表す。したがって，教科書のどこに，どれだけ，どのような順で注意を向けているかを測定でき
るためであった。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では，特に，中学校社会科 (公民)・理科 (生物・地学) の教科書を用いた実験を行った。 
 
(1) 研究 1：社会科 (公民) の教科書レイアウトでの視線計測 
中学校社会科 (公民) の教科書を題材とし，読解時の眼球運動を測定した。読み手は，専門性の
高い者 (准専門家) と低い者 (学習者) であり，両者の読み方を比較した。 
また，本文内に図表や欄外情報へ誘導するシグナルが配置されること (シグナリング) の影響
も併せて検討した。 
①参加者 大学生 53名。 
②課題 参加者は，モニターに呈示される中学校社会科教科書 (公民) に類似したページを読
み，読みやすさや動機づけを回答した。 
③実験計画 専門性 (高・低) × シグナリング (あり・なし) の 2要因実験計画であった。前
者は参加者間，後者は参加者内要因であった。専門性の群分けの基準には，教育実習経験の有無
を用いた。 
④実験装置 実験装置 モニターの下部に視線測定機器として，Tobii pro ナノ (サンプリン
グレート 60㎐) を装着した。刺激の制御・反応記録のために PCを，PC 画面の参加者への呈示
にモニターを使用した。 



⑤刺激画像 中学校公民科の教科書の見開き 1 ページをもとに刺激画像を作成した。政治項目
と経済項目から 2種類ずつ合計 4種類を用いた。シグナリングあり条件では，見比べを指示する
資料番号や記号がついた画像を用いた。シグナリングなし条件ではそれらを削除した画像を用
いた。どの刺激をどの条件で呈示するかは，参加者間でカウンターバランスをとった。 
ページ内の各エリアの注視時間を測定するために，AOI (Area of Interest; 興味領域) を設定
した。AOI として，本文・本文以外の欄外情報という分類，また，本文やキャプションなどの言
語情報と図表や写真などの非言語情報という分類を行った。 
⑥測定指標 島田・北島 (2008) を参考にし，測定項目を作成した。「この教科書を使って学習
したいか (教科書使用動機)」，「この内容についてより深く学習したいか (学習動機)」，「この
教科書は読みやすいか (読みやすさ)」を，各刺激画像について測定した。「とてもそう思う」～
「全くそう思わない」の 7段階評定で回答を求めた。 
⑦手続き 実験は個別で行われた。参加者に，モニター画面上の教材を，5分間読解するよう求
めた。その際，「教科書の内容の授業を受けることを想定し，その予習のつもりで見る」目的で
読むことを教示した。読解中の視線を測定した。その後，読解した教科書について，教科書に対
する動機づけ，学習内容に関する動機づけ，読みやすさを尋ねた。これを 4試行繰り返した。 
 
(2) 研究 2：理科教科書レイアウトでの視線計測 
中学校理科の教科書 (生物・地学) を題材とし，読解時の眼球運動を測定した。読み手は，中学
校理科についての専門性の高い者 (准専門家)，他教科の専門性が高い者，特に専門性を有しな
い者 (学習者) であり，これらの参加者の読み方を比較した。 
また，特に教師は「教科書を，説明すべきものとして読む」ことが多いと想定し，説明予期の有
無を操作した。さらに，レイアウトを操作した。文章に対応する図表を近くに配置する見比べレ
イアウトと，通常の教科書と同様に配置する教科書レイアウトを設けて比較した。 
①参加者 大学生 61名。 
②課題 参加者は，モニターに呈示される中学校理科教科書 (生物・地学) に類似したページ
を読み，内容を再生するテストを受けた。 
③実験計画 専門性 (理科・他教科・免許なし) × 説明予期 (あり・なし) × レイアウト (教
科書・見比べ) の 3要因実験計画であった。専門性と説明予期は参加者間，レイアウトは参加者
内要因であった。専門性の群分けの基準には，教員免許取得の有無と種類を用いた。理科の教員
免許取得者は 13名，他教科の教員免許取得者は 25名，教員免許を持たない者が 23 名であった。 
④実験装置 モニターの下部に視線測定機器として，Tobii pro ナノ (サンプリングレート60Hz 
を装着した。刺激の制御・反応記録のために PCを，PC 画面の参加者への呈示にモニターを使用
した。 
⑤刺激画像 中学校理科の教科書の見開き 1ページをもとに刺激画像を作成した。生物項目 2種
類と地学項目 2種類を用いた。教科書レイアウト条件では，通常の教科書と同様のレイアウトを
維持した。見比べレイアウト条件では，文章の近くに，それに対応する図表を配置した。どの刺
激をどの条件で呈示するかは，参加者間でカウンターバランスをとった。 
ページ内の各エリアの注視時間を測定するために，AOI (Area of Interest; 興味領域) を設定
した。AOI として，本文，タイトル，問い，表象図，組織図，表を設定した。 
⑥再生テスト 理解度の測定のために，再生テストを行った。呈示された刺激画像の内容につい
て，読解後に，図や表を使わずに文章形式で筆記再生を求めた。再生された内容については，邑
本 (1992) のアイディアユニット(Idea Unit：以下，IU) の分類基準に従って刺激文章を IU に
分け，その再生率を算出した。 
⑦手続き 実験は個別で行われた。参加者に，モニター画面上の教材を，5分間読解するよう求
めた。その際，説明予期あり条件の参加者には，学習した内容を他の人に説明することを想定し
て読むよう教示した。説明予期なし条件の参加者には，教科書の内容の授業を受けることを想定
し，その予習のつもりで読むことを教示した。読解中の視線を測定した。その後，読解した教科
書に対する動機づけ，その学習内容に関する動機づけ，読みやすさを 7件法で尋ね，学習した内
容を再生することを求めた。これを 4試行繰り返した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究 1：社会科 (公民) の教科書レイアウトでの視線計測 
①質問紙評定の結果 
動機づけや読みやすさに関する 7段階の評定結果を「とてもそう思う」を 7点, 「全くそう思わ
ない」を 1点として得点化した。 
教科書動機づけについて，2 (専門性: 高・低) × 2 (シグナリング: あり・なし) の 2要因分
散分析を行った結果, 実習経験の主効果が有意であり，専門性高群において動機づけが高かっ
た。 
内容動機づけについて，同様の分析を行った結果，主効果，交互作用はいずれも有意ではなかっ
た。 
読みやすさについて，同様の分析を行った結果, シグナリング条件の主効果が有意であり，シグ
ナリングあり条件で読みやすさが低かった。 



②眼球運動の違い 
読み手の読み方の特徴が表れやすい読解の最初の 1分間について，AOI ごとに分析を行った。 
まず，AOI ごとに，1分間のうちその AOI をどれだけ注視していたかを示す注視時間の平均値を
算出し，質問紙評定と同様に 2要因分散分析を行った。 
本文と欄外情報における主効果，交互作用はいずれも有意ではなかった。 
言語情報におけるシグナリング条件の主効果が有意であり，シグナリングあり条件で注視時間
が短かった。交互作用は有意ではなかったが，専門性の高低群ごとに比較したところ，専門性低
群においてのみ，シグナリングあり条件で注視時間が短かった。 
非言語情報におけるシグナリング条件の主効果は有意であり，シグナリングあり条件で注視時
間が長かった。交互作用は有意ではなかったが，群ごとに検定した結果，専門性低群においての
み，シグナリングあり条件で注視時間が長かった。 
次に，AOI ごとに，1分間でその AOI を何回注視したかを示す注視回数の平均値を算出し，同様
に分析を行った。 
本文におけるシグナリング条件の主効果が有意傾向であり，シグナリングあり条件で注視回数
が少なかった。 
欄外情報における主効果，交互作用はいずれも有意ではなかった。 
言語情報におけるシグナリング条件の主効果が有意傾向であり，シグナリングあり条件で注視
回数が多かった。交互作用は有意ではなかったが，群ごとに検定した結果，実習経験なし群にお
いてのみ，シグナリングあり条件で注視回数が多かった。 
非言語情報におけるシグナリング条件の主効果が有意であり，シグナリングあり条件で注視回
数が多かった。交互作用は有意ではなかったが，群ごとに検定した結果，実習経験なし群におい
てのみ，シグナリングあり条件で注視回数が多かった。 
③まとめ  
専門性にかかわらず，シグナリングがある場合，むしろ主観的には読みにくいという評価がなさ
れた。欄外情報が多い教科書において，多数のシグナリングが提示されることにより，それらを
邪魔に感じ，読みやすさが低減したと推測される。 
眼球運動の結果から，特に非言語情報については，シグナリングがある場合に注視時間が長く，
回数が多いことがわかった。さらに，そのシグナリングの効果は，専門性の低い読み手において
生じやすいことも示唆された。つまり，専門性の高い指導者側の読み手は，シグナリングがあっ
てもなくても同じような読み方をするが，学習者側の読み手は，シグナリングがあると図表に注
意を多く向けることが推察される。このような専門性の違いは，地理においても確認されており 
(福屋他, 2018)，同じ中学校社会科の教科書では，共通性が示唆された。 
 
(2) 研究 2：理科教科書レイアウトでの視線計測 
①眼球運動の違い  
専門性 (理科・他教科・免許なし) × 説明予期 (あり・なし) × レイアウト (教科書・見比
べ) の 3 要因分散分析を行った。 
表エリアへの注視時間について，専門性の主効果が有意であった。免許なし群において，他の 2
群より注視時間が長かった。表は文章内容についての具体例を体系的に表現していることから，
既有知識をもたない免許なし群が，より長く参照した可能性がある。表エリアの注視時間につい
ては，説明予期の効果も有意であり，予期なし条件において，注視時間が長かった。 
問いエリアへの注視時間について，説明予期の効果が有意であった。予期あり条件において，注
視時間が長かった。 
②再生テスト成績  
上と同様の分析を行ったが，どの要因の効果も有意ではなかった。 
③まとめ 
理科教科書読解時の眼球運動には，社会科教科書で見られたような専門性の影響は見られなか
った。先行研究 (中村他, 2018) では，高校世界史教科書のレイアウトを操作した実験を行い，
図表直後に，それに対応した文章を配置することで，図表に注目する読み方を誘導できると論じ
ている。理科の場合には，見比べやすいレイアウトが見比べを誘発しなかったことから，教科に
おける図表の意味の違いがあることも推測される。 
 
(3) 成果のまとめ 
本研究の第 1の目的である，学習者と専門家の教科書の見方のギャップについては，特に社会科
教科書で生じていた。専門性の高い者は，自身の既有知識を活かして読む。しかし，先行研究と
併せて考えると，専門性の低い者 (学習者) は，文章主体で読み，適切な見比べをしていない可
能性が高い。 
また，本研究の第 2の目的である，教科間比較については，社会科と理科の間でもギャップの表
れ方が異なる可能性が示唆された。社会科教科書には，フォーマットが共通しているという大き
な特徴がある。理科教科書には，フォーマットは固定されていないが，そのぶん，様々なタイプ
の図表が各所に配置されているという特徴がある。それを考えると，他の教科では，さらにギャ
ップの表れ方が異なる可能性もある。例えば数学教科書には，各ページに問題が配置され，関連
する図表が配置されるとともに，問題に関しては Decorative picture が配置されることが多い



という特徴がある。国語，英語の教科書は，いずれも言語情報が伝達の中心であり，図表という
よりは Decorative picture が主として配置されている。今後は，それらの教科との比較からも
有益な示唆が得られると考える。 
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